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は
じ
め
に

文
学
に
お
け
る
核
の
語
り
難
さ
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
核
被
害
に
つ
い
て
書
こ
う
と
す
る
者
が
直
面
す
る
「
果
た
し
て
書
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
」「
こ
れ
で
書
い
た
こ
と
に
な
る
の
か
」
と
い
う
自
問
や
、

核
を
め
ぐ
る
状
況
を
「
文
学
作
品
」
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
な
ど
が
そ

れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
軍
事
利
用
に
限
ら
れ
た
問
題
で
は
な
い
。
民
事
利
用

に
つ
い
て
も
同
様
だ
ろ
う
。
原
子
力
発
電
所
に
象
徴
さ
れ
る
巨
大
科
学
技
術

と
人
間
と
の
関
係
を
文
学
の
言
葉
は
い
か
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
問
い
の
前
に
、
人
は
口
ご
も
ら
ず
を
得
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
軽
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
媒
体
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
戦
後
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
意
外
な
ほ

ど
気
楽
に
核
を
語
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
確
か
な
こ
と
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
送
り
手
と
受
け
手
の
双
方
に
と
っ
て
、
核
は
強
い
関
心
事

で
あ
り
、
過
剰
な
ほ
ど
に
核
が
語
ら
れ
て
き
た
側
面
は
無
視
で
き
な
い
。

核
が
過
剰
に
（
あ
る
い
は
素
朴
に
）
語
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
場
で
は
何
が

一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
『
宝
島
』

と
核
の
「
語
り
易
さ
」山

本

昭
宏

起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
、
一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
『
宝
島
』
を

事
例
に
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
『
宝
島
』
を
事
例
と

し
て
選
択
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
述
べ
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
先
行

研
究
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
が
引
き
起
こ
し
た
原
子
力
発
電
所
の

事
故
以
降
、
反
原
発
運
動
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
雑
誌
『
宝
島
』
に
言
及

し
た
論
考
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
幾
つ
か
存
在
す
る
。
中
で
も
代
表
的
な
論

考
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
絓
秀
実
『
反
原
発
の
思
想：

冷
戦
か
ら
フ
ク

シ
マ
へ
』
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
。
同
書
の
第
五
章
「
反
原
発

と
し
て
の
「
宝
島
文
化
」
と
そ
の
背
景
」
は
、
『
宝
島
』
と
『
別
冊
宝
島
』

が
体
現
し
た
「
宝
島
文
化
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
の

反
原
発
運
動
は
、
従
来
の
社
会
運
動
と
は
異
な
り
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
精
神
世

界
を
称
揚
す
る
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ヴ
」
と
し
て
の
側
面
が
強
か
っ
た
が
、
こ

の
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ヴ
」
の
運
動
を
支
え
た
も
の
と
し
て
、
絓
は
「
宝
島
文

化
」
を
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
編
集
者
の
石
井
慎
二
や
評

論
家
の
津
村
喬
な
ど
、
『
宝
島
』
と
『
別
冊
宝
島
』
に
関
わ
っ
た
人
達
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解
明
し
、
彼
ら
の
志
向
性
を
析
出
し
て
い
る
。

絓
の
論
考
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ
コ
ン
を
指

し
て
、
「
彼
／
彼
女
ら
が
、
「
宝
島
」
に
登
場
す
る
重
要
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
狭
義
の
日
本
的
ヒ
ッ
ピ
ー
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
こ
え
て
、
広
く
「
サ
ブ
カ
ル
と
し
て
の
反
原
発
」
を
若
い
世
代

に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る

。
「
サ
ブ
カ
ル
と
し

(1)

て
の
反
原
発
」
と
い
う
指
摘
は
卓
見
と
い
う
他
な
い
が
、
若
い
世
代
に
対
す

る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
指
摘
に
関
し
て
言
う
と
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
機
能

を
考
え
れ
ば
、
雑
誌
が
固
定
読
者
の
趣
味
趣
向
を
強
く
方
向
づ
け
る
の
は
あ
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る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
後
に
本
稿
の
な
か
で
明
ら
か

に
す
る
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
の
『
宝
島
』
に
お
け
る
反
原
発
関
連
記
事

の
数
は
、
絓
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
強
い
言
葉
を
使
う
ほ
ど
に
は
、
多
く

な
い
。
ま
し
て
や
、
『
別
冊
宝
島
』
が
反
原
発
関
連
の
特
集
を
組
ん
だ
の
は

一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
一
度
だ
け
で
あ
る
（
『
別
冊
宝
島

原
発
大
論

81

争
！
』
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、
一
九
八
八
年
）
。
絓
の
議
論
は
、
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー

ヴ
」
の
反
原
発
運
動
の
結
節
点
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
（
宝
島
社
）
が
果

た
し
た
役
割
を
説
得
的
に
解
明
し
て
い
る
が
、
「
サ
ブ
カ
ル
と
し
て
の
反
原

発
」
が
社
会
運
動
に
と
っ
て
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
運
動
の
文
脈
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
雑
誌

『
宝
島
』
の
誌
面
構
成
が
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
か
に
伝
え
よ
う
と
し

た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
編
集
者
や
ラ
イ
タ
ー
た
ち
の
意
図
を
『
宝
島
』
か
ら
読
み
取

る
の
で
は
な
く
、
分
析
対
象
を
編
集
者
や
ラ
イ
タ
ー
か
ら
雑
誌
媒
体
そ
の
も

の
に
移
し
て
、
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
集
合
体
と
し
て
の
『
宝
島
』
が
誌
面

の
上
で
結
果
的
に
実
践
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
反
原
発
運
動
の
戦
略
を
、
記

事
間
の
相
互
作
用
や
そ
の
語
り
方
、
読
者
の
投
稿
に
着
目
し
て
解
明
し
て
い

く

。
(2)

ア
メ
リ
カ
文
化
誌
か
ら
総
合
情
報
誌
へ

本
論
文
が
扱
う
雑
誌
『
宝
島
』
に
つ
い
て
、
基
本
的
情
報
を
整
理
し
て
お

こ
う
。

一
九
七
三
年
、
晶
文
社
の
出
資
を
受
け
た
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
社
が
月
刊
誌

『
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
を
創
刊
す
る
。
創
刊
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
編
集

者
で
音
楽
評
論
家
の
植
草
甚
一
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
文
化
を
紹
介
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
社
は
、
一
九
七
四
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出

版
局
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
、
誌
名
も
第
三
号
か
ら
『
宝
島
』
と
改
名
し
た

も
の
の
、
誌
面
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
評
論
や
エ
ッ
セ
イ

や
コ
ラ
ム
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
若
者
文
化
と
さ
れ
た
音
楽
、
ド

ラ
ッ
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
精
神
世
界
の
紹
介
に
力
点
を
置
き
続
け
た
の
で
あ
る
。

表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
は
『
平
凡
パ
ン
チ
』
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
を
手
掛
け
た
こ
と

で
有
名
な
大
橋
歩
や
、
マ
ン
ガ
雑
誌
『
ガ
ロ
』
で
活
躍
し
た
佐
々
木
マ
キ
な

ど
を
起
用
し
、
日
本
の
漫
画
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
Ｓ
Ｆ
、
絵
本
な
ど
の
紹
介

も
精
力
的
に
お
こ
な
う
文
化
雑
誌
で
あ
っ
た
。

雑
誌
『
宝
島
』
に
明
確
な
変
化
が
訪
れ
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
同
時
代
の
『PO

P
E
Y
E

』
（
平
凡
出
版
（
後
に
マ
ガ
ジ
ン
ハ

ウ
ス
）
、
一
九
七
六
年
～
）
、
『H

ot-D
og
P
R
E
SS

』
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
～
二

〇
〇
二
年
）
、
『B

R
U
T
A
S

』
（
平
凡
出
版
（
後
に
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
、
一
九
八
〇

年
～
）
と
い
っ
た
若
者
向
け
雑
誌
の
好
調
を
意
識
し
て
、
八
〇
年
代
初
頭
の

『
宝
島
』
は
、
価
格
の
値
下
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
紹
介

と
い
う
要
素
を
薄
め
、
急
速
に
情
報
誌
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。

雑
誌
の
創
刊
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
は
、
若
者
読
者
を
想
定
し
た
月
刊
情
報
誌
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
『PO

P
E
Y
E

（
ポ
パ
イ
）
』
は
、
『
宝
島
』
と
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の

若
者
文
化
に
取
材
し
て
い
た
し
、
『H

ot-D
og

P
R
E
SS

』
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
型

情
報
誌
と
し
て
新
し
い
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
し
て
い
た

。
そ

(3)

の
他
、
読
者
参
加
型
の
雑
誌
と
し
て
『
ビ
ッ
ク
リ
ハ
ウ
ス
』（
パ
ル
コ
出
版
、

一
九
七
四
年
～
一
九
八
五
年
）
が
あ
り
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
コ
ラ
ム
や
読

者
か
ら
の
投
稿
を
主
軸
に
誌
面
を
編
集
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
、
新
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聞
や
総
合
雑
誌
な
ど
が
形
成
し
て
き
た
政
治
経
済
を
め
ぐ
る
言
論
や
、
文
芸

誌
や
美
術
雑
誌
、
映
画
雑
誌
が
形
成
し
て
き
た
文
化
に
関
す
る
言
論
と
も
異

な
る
よ
う
な
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
提
示
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、
都
市
に

住
む
若
者
（
と
そ
れ
に
憧
れ
る
地
方
の
若
者
）
の
読
者
を
可
視
化
さ
せ
た
。『
宝

島
』
に
と
っ
て
の
一
九
八
〇
年
代
前
半
は
、
若
者
向
け
総
合
情
報
誌
へ
の
脱

皮
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
七
年
に
は
、
つ
い
に
判

型
を
『P

O
PE
Y
E

』
『H

ot-D
og

P
R
E
SS

』
『B

R
U
T
A
S

』
に
倣
っ
て
Ａ
Ｂ
版

（
ワ
イ
ド
版
）
に
変
更
し
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
活
情
報
マ
ガ
ジ
ン
」
「
全
国

ラ
イ
ブ
＆
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ビ
デ
オ
、
映
画
、
Ｔ
Ｖ
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
雑
貨
、
ア
ー
ト
、
演
劇
、
ス
ト
リ
ー
ト
総
合
情
報
」
を
謳
う
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
謳
い
文
句
は
、
あ
ら
ゆ
る
風
俗
・
文
化
・
商
品
を
扱
う
と
い

う
宣
言
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
従
来
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
も
変
化
が
訪
れ
る
。
従
来
は

イ
ラ
ス
ト
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
最
新
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
身
に
つ
け

た
男
女
の
写
真
や
、
歌
手
や
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ

コ
ン
た
ち
の
写
真
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誌
面
に
は
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア

の
頁
が
採
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
者
向
け
総
合
情
報
誌
へ
と
舵

を
切
っ
た
『
宝
島
』
の
中
で
も
、
特
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
の
は
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
で
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
の
『
宝
島
』
は
、
矢
沢
永
吉
、
忌
野
清

志
郎
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
、
中
島
み
ゆ
き
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
、
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
、
米
米

ク
ラ
ブ
な
ど
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ
コ
ン
を
頻
繁
に
誌
面
に
登
場
さ
せ
、

若
者
情
報
誌
と
し
て
の
存
在
感
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
く
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
日
本
で
は
、
核
の
民
事
利
用
と
軍
事
利
用
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
が
盛
り
上
り
を
み
せ
て
い
た
。

一
九
七
九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
は
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
関
心
を
原
発
へ
と
向
け
さ
せ
た
が
、
影
響
力
を
持
っ
た
の
は
原
発
推
進

の
声
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九

八
〇
年
二
月
二
九
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
朝
日
新
聞
論
説
主
幹
の
岸
田
純
之

助
と
ロ
ベ
ル
ト
・
ユ
ン
ク
の
対
談
「
原
子
力
時
代

二
つ
の
立
場
」
で
あ
る
。

岸
田
は
原
発
事
故
の
可
能
性
に
つ
い
て
「
社
会
が
豊
か
に
な
る
こ
と
の
、
い

わ
ば
必
然
的
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
」
で
あ
り
、
そ
の
コ
ス
ト
を
減
ら
す
努
力

を
し
て
い
く
べ
き
だ
が
、
す
ぐ
さ
ま
原
子
力
発
電
所
を
手
放
す
と
い
う
の
は

考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
反
核
・

平
和
運
動
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
一
九
七
九
年
に
は
原
発
批
判
の
書
『
原
子

力
帝
国
』
（
山
口
祐
弘
に
よ
る
邦
訳
も
同
年
）
を
上
梓
し
て
い
た
ロ
ベ
ル
ト
・

ユ
ン
ク
は
、
原
発
の
よ
う
な
「
ビ
ッ
ク
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
か
ら
、
よ
り
人

間
的
な
「
ソ
フ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
へ
の
転
換
を
訴
え
て
い
た

。
し
か

(4)

し
、
一
九
七
九
年
に
国
際
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
評
価
（IN

F
C
E

）
が
使
用
済
み

核
燃
料
の
再
処
理
に
つ
い
て
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
、
さ
ら
に
は
高
速
増
殖

炉
開
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
世
界

の
趨
勢
は
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
民
事
利
用
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
方
向
に
向
か

っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
核
の
軍
事
利
用
に
関
連
す
る
話
題
と
し
て
は
、
清
水
幾
太
郎
が
提

起
し
た
核
武
装
論
が
あ
る
。
清
水
は
『
諸
君
』
一
九
八
〇
年
七
月
号
に
日
本

の
核
武
装
を
主
張
す
る
「
日
本
よ
国
家
た
れ
」
を
掲
載
し
、
論
壇
の
関
心
を
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集
め
て
い
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
の
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

を
受
け
、
「
経
済
大
国
」
日
本
に
負
担
を
求
め
る
国
際
世
論
へ
の
反
発
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
日
本
で
も
防
衛
論
や
改
憲
論
が
盛
ん
に
な
り
始
め
て
い

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
二
年
に
は
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
の
反
対

運
動
に
端
を
発
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
反
核
運
動
に
呼
応
し
、
日
本
の
文

学
者
た
ち
が
「
核
戦
争
の
危
機
を
訴
え
る
文
学
者
の
声
明
」
を
発
表
し
て
い

た
。こ

の
よ
う
に
、
核
に
関
す
る
議
論
が
過
熱
し
、
広
い
関
心
を
引
き
付
け
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
『
宝
島
』
の
誌
面
に
は
目

立
っ
た
反
応
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
『
宝
島
』
に
掲
載
さ
れ
た
反
原

発
関
連
記
事
と
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
反
核
団
体

C
N
D

（C
am
paign

for

N
uclear

D
isarm

am
ent

）
が
主
催
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
紹
介
記
事

（
一
九
八
三
年
九
月
号
）
や
、
高
知
県
窪
川
町
で
の
「
反
原
発
キ
ャ
ン
プ
」

の
告
知
（
一
九
八
一
年
七
月
号
）
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

た
だ
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
は
、
原
発
批
判
本
、
広
瀬
隆
『
東
京
に
原
発

を
！
』
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、
一
九
八
一
年
）
を
刊
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
反
原
発
運
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。
数
は
少
な
い
な
が

ら
も
、
若
者
向
け
の
総
合
情
報
誌
に
は
異
質
な
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
挿

入
さ
れ
た
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
の
姿
勢
の
表
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
国
内
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ
コ
ン
と
の
結
合
と
い
う
観
点
か
ら

一
九
八
〇
年
代
の
『
宝
島
』
に
お
け
る
反
原
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
み
る
と
、
そ

の
最
初
の
例
は
「
尾
崎
豊
の
〝
ア
ピ
ー
ル
〟

ア
ト
ミ
ッ
ク
「
反
核
」
カ
フ

ェ
」（
一
九
八
四
年
一
〇
月
）
で
あ
っ
た
。

後
に
『
宝
島
』
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ
コ
ン
（
そ
れ
は
往
々
に
し

て
ロ
ッ
ク
や
パ
ン
ク
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
）
の
名
前
を
列
挙
し
、
彼
ら
が
反
原
発
に
意
識
的
で
あ
る
と
い
う
文

章
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
反
原
発
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
く
が
、

そ
の
端
緒
は
こ
の
尾
崎
豊
に
関
す
る
記
事
で
あ
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
一
九
八
六
年
四
月
に
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
起

こ
っ
た
史
上
最
悪
規
模
の
原
発
事
故
直
後
の
『
宝
島
』
に
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
に
関
係
す
る
記
事
や
特
集
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
部
の
総
合
雑
誌
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
誌
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
直
後

に
特
集
を
組
ん
で
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る

。
こ
の
事
実
か
ら
は
、
『
宝

(5)

島
』
編
集
部
が
原
発
事
故
に
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
ラ
イ
タ
ー
を
抱
え

て
お
ら
ず
、
他
誌
と
は
異
な
る
情
報
ル
ー
ト
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

推
測
も
可
能
で
あ
る
。
『
宝
島
』
を
介
し
た
編
集
者
た
ち
と
読
者
た
ち
の
双

方
が
、
原
発
事
故
を
さ
ほ
ど
「
魅
力
的
」
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
な
か
っ

た
と
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
反
原
発
だ
け
で
は
弱
く
、
そ
こ
に
「
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
っ
た
若
者
向
け
の
要
素
が
付

か
な
い
こ
と
に
は
、
誌
面
に
載
せ
る
価
値
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
宝
島
』
が
反
原
発
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
た
め
に

は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
を
受
け
止
め
た
日
本
社
会
に
お
い
て
反

原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
取
り
込
ん
だ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
が
顕
在
化
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
に
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
後
の
食
品
輸
入
検
査
体
制
へ
の
不

信
感
か
ら
、
市
民
団
体
や
研
究
者
た
ち
が
独
自
に
輸
入
食
品
の
放
射
線
測
定

を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
を
持
つ
母
親
の
立
場
を
前
面
に
出
し

な
が
ら
原
発
を
批
判
し
た
甘
藷
珠
恵
子
『
ま
だ
、
ま
に
あ
う
の
な
ら
』
（
地

湧
社
、
一
九
八
七
年
）
や
、
広
瀬
隆
『
危
険
な
話
』（
八
月
書
館
、
一
九
八
七
年
）

が
話
題
に
な
っ
て
い
た

。
さ
ら
に
、
一
九
八
八
年
一
月
に
は
伊
方
原
発
出

(6)
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力
調
整
試
験
と
三
号
機
建
設
に
反
対
す
る
デ
モ
が
起
こ
っ
て
い
た
。

『
宝
島
』
に
と
っ
て
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
に
噴
出
し
た
「
反

核
・
反
原
発
ソ
ン
グ
」
の
存
在
で
あ
る
。
Ｒ
Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
の
「
ラ
ヴ
・

ミ
ー
・
テ
ン
ダ
ー
」
（
東
芝

E
M
I

）
発
売
中
止
が
有
名
だ
が
、
そ
の
他
に
も

T
H
E
B
L
U
E
H
E
A
R
T
S

（
ザ
・
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
）
の
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」（
ジ

ャ
グ
ラ
ー
）
、
佐
野
元
春
「
警
告
ど
お
り

計
画
ど
お
り
」
（
エ
ピ
ッ
ク
レ
コ
ー

ド
）
な
ど
が
『
宝
島
』

誌
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
解
説

な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
の
出
現
の

後
、
『
宝
島
』
に
反
原
発

の
記
事
が
目
立
ち
始
め

る
の
で
あ
る
。
一
九
八

〇
年
代
の
前
半
に
お
い

て
は
、
ロ
ッ
ク
や
パ
ン

ク
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
音
楽
を
紹
介
す
る
過

程
で
、
反
原
発
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
焦
点
化
さ
れ

て
い
た
が
、
一
九
八
八

年
に
な
る
と
、
反
原
発

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
を
飲
み
込

【一九八〇年代の『宝島』における核関連記事数の推移】(7)

み
始
め
た
の
で
あ
る
。

(7)

一
九
八
八
年
の
目
次
構
成
と
言
説
の
様
態

一
九
八
八
年
の
『
宝
島
』
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紡
い
で
い
た
の
か
を
見
る
前
に
、
目
次
構
成
に
お
け
る
『
宝
島
』
の
戦
略

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
九
八
八
年
の
『
宝
島
』
に
は
、
ほ
ぼ
毎
号
の
誌
面
に
反
原
発
関
連
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
で

あ
り
、
決
し
て
誌
面
が
反
原
発
に
染
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
反

原
発
関
連
記
事
は
基
本
的
に
目
次
の
前
四
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
比
較
的

大
き
め
の
字
で
配
置
さ
れ
、
読
者
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
構
成
に
な
っ
て
い

た
。
目
次
構
成
だ
け
を
み
る
と
、
反
原
発
関
連
記
事
は
例
外
と
い
う
よ
り
は

主
要
記
事
の
一
つ
と
い
う
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
ク
ー
タ
ー
な
ど
の
風
俗
、
パ
ン
ク
ス

や
ア
ル
バ
イ
タ
ー
な
ど
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
マ
ン
ガ
や
Ｂ
級
映
画

な
ど
の
文
化
と
い
っ
た
、
『
宝
島
』
が
強
調
し
て
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
反
原

発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
が
同
列
に
並
ん
で
い
る
こ
と
が
視
覚
的
に
諒
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

で
は
、
そ
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
記
事
は
、
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
の

よ
う
な
言
葉
で
語
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
宝
島
』
に
お
け
る
反
原
発
の
語

り
の
特
徴
は
次
の
二
点
、
す
な
わ
ち
①
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
新
た
な
若
者

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
接
続
、
②
徹
底
し
た
口
語
調
の
語
り
、
で
あ
る
。

反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
新
た
な
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
接
続
と
い

う
点
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、『
宝
島
』
一
九
八
八
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
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七
頁
に
わ
た
る
特
集
、「A

T
O
M
IC

C
R
ISIS

」
を
み
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
。

こ
の
特
集
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
二
年
を
期
し
、
原
発
へ
の
警
鐘
を

鳴
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
楽
曲

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
の
歌
詞
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
頁
を
め
く
る
と
、
原

発
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
映
画
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
紹

介
、
原
発
の
危
険
性
を
訴
え
る
エ
ッ
セ
イ
マ
ン
ガ
、
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
、
反
原

発
運
動
団
体
の
リ
ス
ト
な
ど
と
並
ん
で
、
「
反
原
発
運
動
に
関
す
る
文
句
と

さ
さ
や
か
な
提
案
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
の
記
事
は
、
読
者
に
対
す
る

次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

宝
島
少
年
・
宝
島
少
女
よ
！

君
た
ち
の
大
好
き
な
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ

は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
と
い
う
歌
を
歌
っ
て
い
る
！

Ｒ
Ｃ
や
浜
田

省
吾
も
歌
の
中
で
反
核
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
！

ニ
ュ
ー
エ
ス
ト
・

モ
デ
ル
の
チ
ラ
シ
を
見
て
く
れ
！

ほ
か
に
も
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
が
『
危
険
な
話
』
の
衝
撃
を
語
っ
て
い
る

―
池
畑
潤
二
（
ゼ
ロ
・

ス
ペ
ク
タ
ー
）
が
、
伊
藤
銀
次
が
、
奥
野
淳
士
（
ロ
ー
グ
）
が
、
О
Ｔ
О

（JA
G
A
T
A
R
A

）
が
、
小
玉
和
文
（
ミ
ュ
ー
ト
・
ビ
ー
ト
）
が
、
タ
イ
ニ

ー
・
パ
ン
ク
ス
が
。
な
な
き
さ
と
え
が
、
マ
リ
オ
（D

-D
A
Y

）
が
、
美

尾
洋
乃
が
、
雪
好
（
レ
ピ
ッ
シ
ュ
）
が
、
与
太
郎
（
メ
ト
ロ
フ
ァ
ル
ス
）

が
！
！

(8)

ロ
ッ
ク
や
パ
ン
ク
に
関
わ
る
音
楽
家
た
ち
の
名
前
を
列
挙
し
、
そ
こ
に
君
も

連
な
ろ
う
と
い
う
呼
び
か
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
は
、「
広
瀬
隆
ト

ー
ク
・
ラ
イ
ヴ
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
若
者
の
多
く
が
「
フ
ツ

ー
の
学
生
か
、
お
た
く
族
」
だ
っ
た
こ
と
を
憂
い
た
後
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

君
た
ち
が
、
真
剣
に
原
発
問
題
に
取
り
組
も
う
と
い
う
熱
意
（
の
よ

う
な
も
の
）
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ん
と
な
く
…
。
署
名
ひ
と

つ
す
る
こ
と
だ
っ
て
、
立
派
な
行
動
だ
。
そ
こ
か
ら
も
う
一
歩
踏
み
込

む
手
段
と
し
て
、
「
君
自
身
を
も
っ
と
格
好
良
く
見
せ
る
」
と
い
う
こ

と
を
、
僕
は
提
案
し
た
い
。
や
っ
ぱ
り
外
見
が
違
う
だ
け
で
も
、
見
た

目
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
違
う
で
し
ょ
？

そ
れ
は
も
う
、
重
要
な
反
原
発

運
動
の
一
環
と
し
て
考
え
て
も
ら
っ
て
い
い
。

(9)

こ
の
記
事
の
中
で
は
、
単
に
反
原
発
運
動
に
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

『
宝
島
』
が
紹
介
す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
聴
き
、
『
宝
島
』
が
紹
介
す
る

衣
服
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
格
好
良
い
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
、
そ
れ
も

「
反
原
発
運
動
の
一
環
」
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

『
宝
島
』
の
誌
面
に
載
せ
る
際
に
は
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
格
好
良
い
も
の
、

従
来
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
価
値
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
操
作
に
よ
っ
て
、
読
者
た
ち
が
好
き
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

を
語
る
の
と
同
様
に
、
核
を
語
る
素
地
が
で
き
た
と
言
え
る
。

こ
の
種
の
呼
び
か
け
の
例
は
他
に
も
存
在
す
る
。
一
九
八
八
年
五
月
号
で

は
、
作
家
の
い
と
う
せ
い
こ
う
に
よ
る
提
案
と
し
て
、
既
存
の
反
原
発
集
会

な
ど
に
参
加
せ
ず
一
人
で
「
自
宅
闘
争
」
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た

。
(10)

い
と
う
せ
い
こ
う
は
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
か
ら
芸
人
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
し
て
劇
場
で
活
躍
し
、
卒
業
後
に
講
談
社
に
入
社
し
て
か
ら
も
、
俳
優
業

を
行
う
か
た
わ
ら
、
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
も
書
く
と
い
う
マ
ル
チ
な
活
動
で
知

ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ラ
イ
タ
ー
、
作
家
、
文
化
人
な
ど
と
い
う
従
来
の
肩

書
が
無
効
に
思
え
る
ほ
ど
、
多
様
な
方
面
で
活
躍
し
た
。
糸
井
重
里
と
な
ら
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ん
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
文
化
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
体
現
す
る
人
物
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
点
目
の
特
徴
で
あ
る
徹
底
し
た
口
語
調
の
語
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
先

に
挙
げ
た
引
用
文
が
示
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
一
九
八
〇
年

代
以
降
の
若
者
向
け
雑
誌
に
お
け
る
コ
ラ
ム
や
エ
ッ
セ
イ
か
ら
同
種
の
例
を

容
易
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
景
山
民
夫
と
い

と
う
せ
い
こ
う
に
よ
る
対
談
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

景
山

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
い
う
と
、
ど
う
も
ケ
チ
で
や
っ
て
る
と

か
、
貧
乏
人
の
発
想
っ
て
い
う
風
に
と
ら
え
が
ち
だ
け
ど
、
ほ
ん
と
う

は
金
持
ち
の
方
が
や
り
や
す
い
ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
金
持
ち
は

ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
い
な
い
か
ら
、
い
き
な
り
豪
邸
建
て

て
、
全
部
の
ド
ア
を
自
動
ド
ア
に
し
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
さ
。
ト
イ
レ
な

ん
か
人
が
通
る
た
び
に
開
い
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
や
ん
の
（
笑
）
。
(11)

い
と
う

も
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
も
カ
ッ
コ
悪
い
っ
て
ね
。
で
も
、

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
、
い
と
う
さ
ん
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
、
っ
て
い
う
手
紙
も
ダ
サ
い
ぞ
（
笑
）
。

景
山

電
気
使
い
放
題
で
原
発
建
て
さ
せ
て
、
そ
れ
で
も
楽
し
け
り
ゃ

い
い
や
っ
て
い
う
の
は
、
確
か
に
考
え
方
と
し
て
は
あ
る
と
思
う
け
ど

ね
、
ど
っ
ち
が
バ
カ
か
っ
て
言
う
と
、
そ
り
ゃ
そ
っ
ち
の
ヤ
ツ
ら
が
バ

カ
（
笑
）
。
も
う
理
論
的
に
バ
カ
が
証
明
さ
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ

い
つ
ら
に
面
と
向
か
っ
て
バ
カ
と
言
え
る
。
こ
れ
は
快
感
で
す
よ
。
ウ

ン
コ
ぶ
つ
け
ち
ゃ
う
。

い
と
う

最
後
は
必
ず
ウ
ン
コ
だ
（
笑
）
。
(12)

電
力
の
浪
費
を
戒
め
る
こ
の
対
談
で
は
、
軽
薄
で
く
だ
け
た
口
調
が
強
調

さ
れ
、
笑
い
声
を
意
味
す
る
「
（
笑
）
」
と
い
う
記
号
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
『
宝
島
』
が
示
し
て
い
る
の
は
、
節
電
の
勧
め
で
は
な
く
、
軽
薄

で
く
だ
け
た
口
語
調
で
原
発
に
つ
い
て
語
っ
て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
。
読
者
た
ち
に
対
し
て
、
好
き
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

に
つ
い
て
友
達
と
何
か
を
語
る
よ
う
に
反
原
発
に
つ
い
て
語
る
方
法
を
実
践

し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り
口
が
好
ま
れ
た
の
は
、
従
来
の

政
治
的
運
動
や
そ
れ
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
る
人
た
ち
の
ど
こ
か
観
念
的
で

原
理
的
で
男
性
主
義
的
な
語
り
口
に
対
す
る
違
和
感
や
差
異
化
の
欲
求
が
、

若
い
世
代
に
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
、
日
常
生
活
の
な
か
で
持
つ
違
和
感
や
周
囲
に
あ
る
奇
妙
な
も
の
に

つ
い
て
、
面
白
お
か
し
く
語
る
こ
と
は
、
『
宝
島
』
が
創
刊
当
初
か
ら
称
揚

し
て
き
た
作
法
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
担
っ
た
の
が
、
『
宝
島
』
の
人
気
連

載
投
稿
欄
「
Ｖ
Ｏ
Ｗ
（
「
バ
ウ
」
と
読
む
）
」
で
あ
る

。
奇
妙
な
デ
ザ
イ
ン

(13)

の
看
板
や
広
告
、
雑
誌
の
誤
植
な
ど
を
あ
げ
つ
ら
い
、
そ
こ
に
面
白
く
「
ツ

ッ
コ
ミ
」
を
入
れ
る
と
い
う
読
者
投
稿
を
中
心
に
、
一
コ
マ
漫
画
や
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ラ
ム
な
ど
が
所
狭
し
と
詰
め
込
ま
れ
た
「
Ｖ
Ｏ
Ｗ
」
は
、

既
成
の
コ
ー
ド
を
い
か
に
面
白
く
崩
す
か
を
競
う
場
で
も
あ
っ
た
。
景
山
民

夫
と
い
と
う
せ
い
こ
う
の
両
者
は
「
Ｖ
Ｏ
Ｗ
」
に
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
お
り
、

い
わ
ば
『
宝
島
』
精
神
を
代
表
す
る
二
人
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

読
者
た
ち
の
実
践

特
集
「A

T
O
M
IC

C
R
IS
IS

」
に
話
を
戻
し
て
、
読
者
た
ち
が
『
宝
島
』
を
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通
し
て
ど
の
よ
う
な
読
者
共
同
体
を
構
想
し
て
い
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

特
集
「A

T
O
M
IC

C
R
IS
IS

」
の
頁
の
欄
外
に
は
、
「
直
接
行
動
を
し
な
く

て
も
、
反
原
発
の
意
思
表
示
は
で
き
る
！

み
ん
な
の
ハ
ガ
キ
に
よ
っ
て
、

署
名
運
動
に
変
わ
る
反
原
発
の
意
思
表
示
を
し
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
進

行
中
だ
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
記
載
さ
れ
て
い
た

。
欄
外
に
小
さ
く
書
き

(14)

込
ま
れ
た
ハ
ガ
キ
の
募
集
は
、
一
九
八
八
年
八
月
号
で
発
表
さ
れ
た
集
計
に

よ
る
と
、
一
万
四
四
通
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

八
月
号
の
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
の
例
は
八
通
で
、
ハ
ガ
キ
の
横
に

は
書
き
手
の
情
報
と
し
て
「
学
生
（
一
七
歳
）
」
「
学
生
（
一
七
歳
）
」
「
専
門

学
生
（
一
九
歳
）
」「
ア
ル
バ
イ
タ
ー
（
二
〇
歳
）
」「
ア
ル
バ
イ
タ
ー
（
二
一
歳
）
」

「
会
社
員
（
二
二
才
）
」「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
年
齢
記
載
な
し
）
」「
匿
名
（
年

齢
職
業
と
も
に
記
載
な
し
）
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た

。
な
か
で
も
、
「
ア
ル
バ

(15)

イ
タ
ー
」
は
、
こ
の
時
期
の
『
宝
島
』
が
称
揚
し
て
い
た
新
し
い
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」
で
あ
る
。
編
集
部
に
よ
る
選
別
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

『
宝
島
』
が
展
開
し
た
反
原
発
運
動
へ
の
動
員
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支
持
し
た

の
は
、
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代
前
半
の
若
者
で
あ
り
、
『
宝
島
』
の
影
響

を
色
濃
く
受
け
て
い
た
層
だ
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
記
事
の
な
か
で
Ｒ
Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売
中
止
に
な

っ
た
と
い
う
事
件
に
言
及
し
て
い
る
点
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

一
〇
〇
四
四
人
が
思
い
思
い
の
や
り
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
表
示

を
し
て
い
る
。
特
に
一
〇
～
二
〇
代
の
若
者
、
こ
の
宝
島
を
読
ん
で
い

る
キ
ミ
ら
と
同
じ
世
代
が
必
死
で
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。（
中

略
）
さ
て
、
八
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
Ｒ
Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ

ン
の
新
譜
『C

O
V
E
R
S

』
が
、
み
ん
な
も
知
っ
て
の
と
お
り
突
如
発
売

中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
Ｌ
Ｐ
の
中
で
、
清
志
郎
は
ス
ト
レ
ー

ト
に
反
原
発
の
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。
発
売
中
止
は
い
っ
た
い
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
。
(16)

こ
の
よ
う
に
、
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
記
事
の
な
か
に
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ
コ
ン
を
挿
入
す
る
と
い
う
戦
略
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

で
は
、
反
原
発
ハ
ガ
キ
の
企
画
で
可
視
化
さ
れ
た
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前

半
の
読
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
自
分
自
身
を
語
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。「
全
国
か
ら
届
い
た
脱
原
発
の
声
」（
『
宝
島
』
一
九
八
八
年
一
〇
月
）
は
、

読
者
か
ら
の
投
稿
欄
に
な
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。福

井
県
敦
賀
市
に
住
ん
で
い
る
自
称
Ｐ
Ｕ
Ｎ
Ｘ
の
高
校
生
で
す
。
私
の

家
か
ら
一
〇
㎞
と
行
か
な
い
う
ち
に
原
発
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
危
険
な

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
て
、
そ
の
危
険
さ
に
今
頃
気
づ
い
た
の
か
と
思
う
と
、

自
分
が
情
け
な
く
思
え
た
り
し
ま
し
た
。（
敦
賀
市
・
Ｓ
Ｕ
・
♀
）
(17)

私
の
い
な
か
は
福
島
県
の
相
馬
市
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
私
が

一
九
歳
の
時
、
浜
通
り
（
福
島
に
一
〇
基
あ
る
原
発
は
全
て
浜
通
り
地
方
）

に
あ
る
、
原
子
力
発
電
所
区
内
に
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
行
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

よ
。
今
で
も
よ
く
お
ぼ
え
て
い
る
風
景
で
す
が
、
い
な
か
町
に
は
本
当
に

不
釣
り
合
い
な
立
派
な
道
路
や
建
物
。
原
発
の
所
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

周
り
の
民
家
ま
で
立
派
な
の
は
、
ど
ー
ゆ
ー
こ
と
だ
。
そ
れ
か
ら
、
海
か

ら
湯
気
が
た
っ
て
る
の
に
も
驚
き
ま
し
た
。
工
場
か
ら
は
ド
ド
ド
ー
と
い
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う
感
じ
で
海
に
水
（
お
湯
？
）
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
付
近
は
変
な

魚
が
よ
く
漁
れ
る
そ
う
で
す
。（
横
浜
市
・
Ｍ
Ｋ
・
♀
）
(18)

私
は
恋
愛
も
し
な
い
う
ち
に
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
。
考
え

て
み
た
ら
、
私
ま
だ
な
ん
に
も
持
っ
て
な
い
。
人
を
本
気
で
好
き
に
な

っ
た
こ
と
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
よ
り
も
大
切
に
思
え
る
人

に
も
、
ま
だ
会
え
て
い
な
い
よ
。
も
っ
と
も
っ
と
時
間
が
な
い
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。
な
ん
に
も
な
い
ま
ま
死
に
た
く
な

い
よ
。（
横
浜
市
・
Ｎ
Ｓ
・
♀
）
(19)

『
宝
島
』
の
編
集
部
が
選
択
し
た
読
者
の
声
を
見
る
限
り
で
は
、
非
常
に

素
朴
な
恐
怖
感
・
拒
否
感
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
点
目
に

挙
げ
た
引
用
は
、
『
宝
島
』
が
提
示
し
て
い
た
軽
妙
な
口
語
調
の
模
倣
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
三
点
目
の
引
用
に
あ
る
素
朴
な
心
情
を
反
原

発
に
直
結
さ
せ
る
語
り
も
、
従
来
の
運
動
に
は
な
か
っ
た
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー

ヴ
」
的
な
語
り
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
投
稿
者
の
年
齢

は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
投
稿
が
紹
介
さ
れ
た
八
人
の
う
ち
、
男
性
は
一
人

だ
け
で
、
残
り
七
人
は
女
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
読
者
か
ら
の
紹
介
は
、
多
く

の
読
者
欄
の
よ
う
に
、
雑
誌
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
目

次
上
で
強
調
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
約
一
八
〇
頁
の
誌
面
の
な
か
で
も
前
半

部
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

「
読
者
の
声
」
が
編
集
者
や
ラ
イ
タ
ー
た
ち
の
創
作
で
あ
っ
た
と
い
う
可

能
性
が
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
先
に
挙

げ
た
よ
う
な
「
『
宝
島
』
を
読
ん
だ
若
者
の
声
」
と
し
て
提
供
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
ん
だ
若
者
た
ち
は
、
自
分
と
同
じ
考
え
の
人
た
ち
が
い
る
、
と

思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
「
反
原
発
」
に
関
心
を
持
て
な
か
っ
た

『
宝
島
』
読
者
も
、
同
世
代
に
反
原
発
の
声
を
上
げ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

の
だ
、
と
い
う
感
想
を
持
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
『
宝
島
』
が
可
視
化
し
た

「
反
原
発
の
声
を
上
げ
る
若
者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

拡
散
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八
九
年
に
入
る
と
、
関
連
記
事
は
減
少
す
る
が
、
『
宝
島
』
の
反
原

発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
い
っ
そ
う
鋭
く
な
っ
て
い
く
。
反
原
発
運
動
の
実
践
方

法
を
読
者
に
教
示
す
る
記
事
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
視
さ
れ
た

の
は
、
や
は
り
新
し
さ
で
あ
り
、
楽
し
さ
で
あ
り
、
格
好
良
さ
で
あ
っ
た
。

ど
う
せ
や
る
な
ら
、
今
ま
で
の
〝
組
織
〟
や
〝
団
体
〟
が
し
な
か
っ

た
よ
う
な
、
楽
し
く
て
効
果
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
。
い
つ
ま
で

も
昔
風
の
、
チ
ャ
ン
チ
キ
な
デ
モ
行
進
な
ん
か
を
繰
り
返
し
て
い
る
場

合
じ
ゃ
な
い
。
時
代
は
変
わ
っ
た
の
さ
。
数
万
人
の
〝
集
会
〟
が
何
に

な
る
？

ゴ
ー
カ
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ど
う
し
た
？

そ
ん
な
も
の
よ

り
、
ラ
イ
ブ
・
ハ
ウ
ス
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
手
づ
く
り
の
チ
ラ
シ
や

シ
ー
ル
の
ほ
う
が
、
人
の
心
を
動
か
す
か
も
し
れ
な
い
ぜ
！

効
果
的

か
も
し
れ
な
い
ぜ
！
(20)

こ
の
よ
う
な
呼
び
か
け
の
あ
と
、
記
事
で
は
、
ミ
ニ
コ
ミ
、
チ
ラ
シ
、
シ

ー
ル
、
バ
ッ
ジ
な
ど
の
作
成
法
、
反
戦
・
反
核
コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営
法
、
原

発
関
連
企
業
の
製
品
不
買
運
動
な
ど
が
解
説
さ
れ
る
。
こ
の
文
章
を
書
い
た

の
は
、
「T

H
E
100

C
L
U
B

（
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ク
ラ
ブ
）
」
と
名
乗
る
一
団
で

あ
る

。
彼
ら
は
『
宝
島
』
に
寄
せ
た
反
原
発
運
動
の
解
説
を
さ
ら
に
充
実

(21)

さ
せ
、
『N

o
nukes!

Y
es
rock!

』
（
リ
ト
ル
モ
ア
、
一
九
九
〇
年
）
と
い
う
書
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籍
も
発
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
に
入
る
と
、
『
宝
島
』
の
記

事
は
さ
ら
に
減
少
し
、
内
容
も
簡
素
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、

昭
和
天
皇
の
死
と
そ
れ
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
自
粛
が
影
響
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
、『
宝
島
』
が
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ヴ
」
の
運
動
の
中
で
、

孤
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
『
宝
島
』
は
反

原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
軽
妙
に
格
好
良
く
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の

の
、
少
な
く
と
も
誌
面
の
上
で
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
連
な
る
そ
ぶ

り
も
み
せ
な
か
っ
た
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
曝
者
た
ち
に
強
い
関
心
を

払
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
伊
方
原
発
訴
訟
な
ど
、
従
来
の

反
原
発
運
動
と
の
連
続
性
は
確
認
で
き
る
が
、
む
し
ろ
誌
面
の
上
で
は
、
核

の
「
語
り
易
さ
」
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
で
、
従
来
の
運
動
と
の
断
絶
を

強
調
し
て
い
た
の
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
『
宝
島
』
は
孤
島
だ
っ
た
と
い

う
見
取
り
図
を
描
く
に
は
、
当
時
の
運
動
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
へ
の
聞
き
取

り
調
査
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
同
時
代
の
他
の
若
者
向
け
情
報
誌
が

『
宝
島
』
の
試
み
に
反
応
し
た
の
か
ど
う
か
も
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
本
稿
が
示
唆
で
き
る
の
は
、
次
の
こ
と
だ
け
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
『
宝
島
』
が
読
者
に
提
示
し
た
核
の
「
語
り
易
さ
」
は
、
あ

く
ま
で
誌
上
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
と
の
連
関
に
お
い
て
価
値
を
有
し
た
の
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
核
の
問
題
だ
け
を
抜
き
取
っ
て
深
化
さ
せ
た
り
広
め
た
り
す

る
の
は
最
初
か
ら
困
難
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
雑
誌
『
宝
島
』
が
展
開
し
た
、
反
原
発
運
動
へ
の
参
加
を
促
す
戦

略
を
浮
き
彫
り
に
し
て
き
た
。
『
宝
島
』
は
反
原
発
に
特
化
し
て
い
た
雑
誌

で
は
な
い
。
た
だ
、
数
は
多
く
な
い
が
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
目
次
構
成
や
記

事
の
な
か
に
配
置
し
、
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ア
イ

コ
ン
や
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
結
び
つ
け
、
そ
れ
ら

を
口
語
調
で
語
る
と
い
う
姿
勢
を
提
示
し
た
。
『
宝
島
』
は
、
こ
れ
ら
の
要

素
を
「
格
好
良
い
」
も
の
と
し
て
誌
面
の
中
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
、
読
者
に
提

示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
読
者
た
ち
は
自
分
た
ち
が
好
き
な
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を
語
る
の
と
同
様
に
、
反
原
発
に
つ
い
て
語
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
は
、
「
被
爆
国
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
冷

戦
構
造
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
そ
の
倒
錯
と
い
う
問
題

系
の
な
か
で
語
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
核
が
、
一
人
一
人
の
若
者
た
ち
の
経
験
レ

ベ
ル
で
扱
う
こ
と
の
で
き
る
「
語
り
易
い
」
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
『
宝
島
』
は
、
継
続
的
に
原
発
問
題
に
取
り
組

む
読
者
層
を
、
例
え
ば
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
親
し
む
層
の
よ
う
に
は
固
定
化

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
が
核
に

言
及
し
な
く
な
れ
ば
、
読
者
た
ち
の
核
へ
の
関
心
も
急
速
に
薄
れ
て
い
か
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
一
九
八
〇
年
代
の
『
宝
島
』
で
反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
示

し
て
い
た
書
き
手
の
な
か
で
も
、
た
と
え
ば
い
と
う
せ
い
こ
う
な
ど
は
、
現

在
も
反
原
発
の
姿
勢
を
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
宝
島
』

が
形
成
し
た
言
論
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
み
で
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
果
た
し
て
『
宝
島
』
に
豊
か
な
資
源
が

あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
二
〇
一
〇
年
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
自
ら
の
手
で
調

べ
て
み
る
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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【
一
九
八
〇
年
代
『
宝
島
』
に
お
け
る
核
関
連
記
事
リ
ス
ト
】

月

Ｊ
・
Ｐ
は
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
『
原
爆
設
計
図
』
を
提
出
し
た
！

80

6
月

や
ろ
う
ぜ
！
反
原
発
大
キ
ャ
ン
プ

81

7

な
し

82

月

Ｕ
Ｋ
反
核
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
レ
ポ
ー
ト

83

9
月

ロ
ン
ド
ン
の
若
者
は
、
な
ぜ
今
〝
反
核
〟
に
動
き
出
し
た
の

84

1

か
？

月

な
ぜ
な
に
キ
ー
ワ
ー
ド
図
鑑

核

4

25

月

特
集
「
ゴ
ジ
ラ
が
く
る
！
」

10

尾
崎
豊
の
〝
ア
ピ
ー
ル
〟

―
ア
ト
ミ
ッ
ク
「
反
核
」
カ
フ

ェ

月

反
核
の
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
、
ア
ト
ミ
ッ
ク
カ
フ
ェ

85

3
月

サ
ン
セ
ッ
ツ
も
参
加
の
世
界
最
大
反
核
コ
ン
サ
ー
ト

5
月

ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
ラ
ー
も
座
り
込
み
！
！
反
核
へ
の
熱
い
ム
ー

86

1

ブ
ス
。

月

ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
を
超
え
る
か
？

Ｃ
Ｎ
Ｄ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

9

ル
大
盛
況

月

Ｃ
Ｎ
Ｄ：

拡
大
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
反
核
フ
ェ
ス

87

9
月

広
瀬
隆
ギ
グ

12
月

V
ISIO

N
S
O
F
W
O
N
D
E
R
L
A
N
D

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

88

3

直
後
の
衝
撃
映
像

今
月
の
馬
っ
鹿
で
え
～
！
９

景
山
民
夫

月

自
宅
闘
争
者
の
日
記
１

い
と
う
せ
い
こ
う

4

今
月
の
馬
っ
鹿
で
え
～
！
１
０

景
山
民
夫

月

自
宅
闘
争
者
の
日
記
２

い
と
う
せ
い
こ
う

5

月

特
集
・A
T
O
M
IC
C
R
IS
IS
131-136

88

6

自
宅
闘
争
者
の
日
記
３

い
と
う
せ
い
こ
う

月

自
宅
闘
争
者
の
日
記
４

い
と
う
せ
い
こ
う

7
月

緊
急
特
集

R
C

『C
O
V
E
R
S

』
発
売
中
止
！

8

反
原
発
ハ
ガ
キ

「
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
原
発
を
と
め
る
」
全

国
の
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
届
い
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

自
宅
闘
争
者
の
日
記
５

い
と
う
せ
い
こ
う

月

原
発
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
事

9
月

反
原
発
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

原
発
問
題
の
現
在
は
ど
う
な
っ

11

て
い
る
の
か
、
広
瀬
お
ろ
し
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
、
読
者
の

声

月

反
原
発E

X
P
R
E
S
S

景
山
民
夫vs.

い
と
う
せ
い
こ
う

12
月

L
O
N
G
IN
T
E
R
V
IE
W

忌
野
清
志
郎

89

2

W
O
N
D
E
R
L
A
N
D

E
X
PR
E
S
S

原
発
展
に
東
京
電
力
が
圧

力
！
？

月

W
O
N
D
E
R
L
A
N
D
E
X
P
R
E
S
S

脱
原
発
へ
署
名
活
動
ス
タ

3

ー
ト

月

W
O
N
D
E
R
L
A
N
D
E
X
PR
E
S
S

脱
原
発
運
動in'89

7
月

W
O
N
D
E
R
L
A
N
D
E
X
PR
E
S
S

２
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
反

9

核
フ
ェ
ス

月

W
O
N
D
E
R
L
A
N
D
E
X
P
R
E
S
S
89

年
、
日
本
の
原
発
事
情
（
青

90

1

森
県
六
ヶ
所
村
を
焦
点
に
）

月
W
O
N
D
E
R
L
A
N
D
E
X
P
R
E
SS

あ
れ
か
ら
４
年
目
の
チ
ェ
ル

5

ノ
ブ
イ
リ
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注

絓
秀
実
『
反
原
発
の
思
想：

冷
戦
か
ら
フ
ク
シ
マ
へ
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一

1
二
年
、
三
〇
一
頁
。

本
文
中
に
挙
げ
た
『
反
原
発
の
思
想
史
』
の
他
に
、
『
宝
島
』
に
言
及
し
た

2
も
の
と
し
て
は
、
菅
孝
行
・
黒
古
一
夫
・
外
山
恒
一
・
絓
秀
実
「
反
核
か
ら
反

原
発
運
動
へ：

一
九
八
〇
年
代
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
（
近
畿
大
学
国
際

人
文
科
学
研
究
所
『
述
５
』
二
〇
一
二
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
反

原
発
の
思
想
史
』
と
ほ
ぼ
同
じ
文
脈
で
『
宝
島
』
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

一
九
八
〇
年
代
の
反
原
発
運
動
が
終
息
し
た
原
因
に
、
昭
和
天
皇
の
死
と
そ
れ

に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
自
粛
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
い
る
点
が
興

味
深
い
。

そ
の
他
、
『
宝
島
』
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代
の
反
原
発
・
脱

原
発
運
動
に
関
す
る
運
動
論
的
研
究
で
本
稿
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
本
田

宏
『
脱
原
子
力
の
運
動
と
政
治：

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
は
可
能
か
』

（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
本
田
は
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
後
に
起
こ
っ
た
既
成
政
党
と
の
関
与
の
薄
い
市
民
運
動
に

注
目
し
、
市
民
運
動
に
時
間
を
割
く
余
裕
の
あ
る
比
較
的
高
学
歴
の
主
婦
層
の

台
頭
が
そ
れ
ら
の
運
動
を
支
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で

は
、
『
宝
島
』
に
注
目
す
る
こ
と
で
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代
前
半
の
若
者
層

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

岡
田
章
子
「
『popeye

』
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
容
と
終
焉：

若

3
者
文
化
に
お
け
る
「
モ
ノ
」
語
り
雑
誌
の
登
場
と
そ
の
帰
結
」
吉
田
則
昭
・
岡

田
章
子
編
『
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
史：

変
貌
す
る
戦
後
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
森
話

社
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
三
－
一
九
五
頁
。

ロ
ベ
ル
ト
・
ユ
ン
ク
と
岸
田
純
之
助
に
よ
る
対
談
「
原
子
力
時
代

二
つ
の

4

立
場
」
（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八
〇
年
二
月
二
九
日
号
）
の
ほ
か
、
若
尾

祐
司
「
反
核
の
論
理
と
運
動：

ロ
ベ
ル
ト
・
ユ
ン
ク
の
歩
み
」
（
若
尾
祐
司
・

本
田
宏
編
『
反
核
か
ら
脱
原
発
へ
』
昭
和
堂
、2012

年
）
も
参
照
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
言
説
で
、
原
発
か
ら
の
転
換
を
訴
え
た
も
の
と

し
て
は
、A

・
ロ
ビ
ン
ズ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
克
服
で
き
る
」
（
『
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
』
一
九
八
〇
年
二
月
二
六
日
号
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
環
境
保
護

団
体
『
地
球
の
友
』
イ
ギ
リ
ス
代
表
で
あ
っ
た

A

・
ロ
ビ
ン
ズ
は
、
太
陽
光
や

風
力
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
ソ
フ
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
び
、
「
ソ

フ
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
開
発
を
訴
え
て
い
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
直
後
の
雑
誌
特
集
に
、
『
技
術
と
人
間
』
一
九
八

5
六
年
六
月
号
の
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
」
、
『
文
藝
春
秋
』
一
九
八
六
年

七
月
号
の
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
、
『
諸
君
』
一
九
八
六
年
七

月
号
の
「
原
発
事
故
と
技
術
情
報
社
会
」
な
ど
が
あ
る
。

本
田
宏
『
脱
原
子
力
の
運
動
と
政
治：

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
は

6
可
能
か
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
三
頁
。

目
次
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
コ
ラ
ム
な
ど
で
も
、
核
へ
の
言
及
が
あ
る
も
の

7
は
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
一
九
八
八
年
六
月
号
の
「
特
集
・A

T
O
M
IC
C
R
IS
IS

」
は

漫
画
や
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
な
ど
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
ん
で
い
る
が
、
タ
イ
ト

ル
の
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
記
事
や
欄
外
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
も
あ
っ
た
た
め
、
特

集
を
一
つ
の
記
事
と
し
た
。
同
様
の
理
由
で
、「W

O
N
D
E
R
L
A
N
D
E
X
P
R
E
S
S

」

や
「
反
原
発E

X
P
R
E
S
S

」
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
集
合
体
も
一
つ
の
記
事
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
リ
ス
ト
は
本
稿
の
末
に
記
載
。

「
反
原
発
運
動
に
関
す
る
文
句
と
さ
さ
や
か
な
提
案
」
『
宝
島
』
一
九
八
八
年

8
六
月
号
、
一
三
六
頁
。

同
上
。

9
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い
と
う
せ
い
こ
う
「
自
宅
闘
争
者
の
日
記
２
」『
宝
島
』
一
九
八
八
年
五
月
号
、

10
一
八
七
頁
。

「
反
原
発

E
X
P
R
E
S
S

景
山
民
夫

vs.

い
と
う
せ
い
こ
う
」
『
宝
島
』
一
九
八

11
八
年
一
二
月
号
、
一
五
三
頁
。
引
用
に
際
し
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て

発
言
者
名
を
太
字
に
し
た
。

同
上
。

12

「V
O
W

」
と
は
、
読
者
か
ら
の
投
稿
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
欄
「V

oice
O
f

13W
onderland

」
の
略
称
。

「
欄
外
コ
メ
ン
ト
」
『
宝
島
』
一
九
八
八
年
六
月
号
、
一
三
六
頁
。

14

「
反
原
発
ハ
ガ
キ

「
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
原
発
を
と
め
る
」
全
国
の

K
ID
S

15
か
ら
届
い
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
『
宝
島
』
一
九
八
八
年
八
月
、
一
一
頁
。
引

用
に
際
し
て
算
用
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
。
以
下
も
そ
れ
に
従
う
。

同
上
。

16

「
全
国
か
ら
届
い
た
脱
原
発
の
声
！
」
『
宝
島
』
一
九
八
八
年
一
〇
月
、
三
八

17
頁
。同

上
。

18

同
上
。

19

「
反
原
発E

X
P
R
E
S
S

」
『
宝
島
』
一
九
八
九
年
七
月
号
、
一
一
頁
。

20

T
H
E
100

C
L
U
B

（
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ク
ラ
ブ
）
は
、
「
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど

21
で
知
り
合
っ
た
一
一
人
の
パ
ン
ク
ス
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
、
反
核
・
反
原
子

力
の
グ
ル
ー
プ
」
。
「
反
原
発

E
X
P
R
E
S
S

」
『
宝
島
』
一
九
八
九
年
七
月
号
、
一

一
頁
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